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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示装置であって、
　外部から画像情報が入力される入力部と、
　前記画像情報に基づく画像を表示面に表示する表示部と、
　前記表示装置の動作に関する設定情報に基づいて前記表示装置を制御して前記表示部に
前記画像を表示させ、また、前記設定情報を変更する指示に応じて前記設定情報を第１設
定情報から第２設定情報に変更する制御部と、
を有し、
　前記制御部は、前記設定情報を前記第１設定情報から前記第２設定情報に変更した後に
、第１時間の間、前記入力部に前記画像情報が入力されない場合、前記設定情報を前記第
２設定情報から前記第１設定情報に変更し、
　前記制御部は、
　第１項目についての前記設定情報と第２項目についての前記設定情報とを前記第１設定
情報から前記第２設定情報に変更した後に、前記第１時間の間、前記入力部に前記画像情
報が入力されない場合、前記第１項目についての設定情報を前記第２設定情報から前記第
１設定情報に変更することなく前記第２項目についての設定情報を前記第２設定情報から
前記第１設定情報に変更し、
　前記第１項目についての設定情報を前記第２設定情報から前記第１設定情報に変更する
ことなく前記第２項目についての設定情報を前記第２設定情報から前記第１設定情報に変
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更した後に、第２時間の間、前記入力部に前記画像情報が入力されない場合、前記第１項
目についての設定情報を前記第２設定情報から前記第１設定情報に変更する
　表示装置。
【請求項２】
　表示装置であって、
　外部から画像情報が入力される入力部と、
　前記画像情報に基づく画像を表示面に表示する表示部と、
　前記表示装置の動作に関する設定情報に基づいて前記表示装置を制御して前記表示部に
前記画像を表示させ、また、前記設定情報を変更する指示に応じて前記設定情報を第１設
定情報から第２設定情報に変更する制御部と、
を有し、
　前記制御部は、前記設定情報を前記第１設定情報から前記第２設定情報に変更した後に
、第１時間の間、前記入力部に前記画像情報が入力されない場合、前記設定情報を前記第
２設定情報から前記第１設定情報に変更し、
　前記制御部は、前記設定情報を前記第１設定情報から前記第２設定情報に変更した後に
、前記第１時間の間、前記入力部に前記画像情報が入力されないときに、
　　前記表示装置の動作モードが第１モードである場合には、前記設定情報を前記第２設
定情報から前記第１設定情報に変更し、
　　前記動作モードが第２モードである場合には、前記設定情報を前記第２設定情報に維
持する表示装置。
【請求項３】
　前記設定情報が前記第１設定情報から前記第１設定情報とは異なる情報に変更される頻
度が閾値を超える場合に、前記第１設定情報を変更する変更部をさらに有することを特徴
とする請求項１または２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記変更部は、前記異なる情報に基づいて前記第１設定情報を変更することを特徴とす
る請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記第１設定情報を設定するための第１設定画面と、前記第２設定情報
を設定するための第２設定画面とを、前記表示部に表示させることを特徴とする請求項１
から４のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記第１設定画面は、第１の設定項目について前記第１設定情報を設定するための部分
画像と、第２の設定項目について前記第１設定情報を設定するための部分画像とを含む画
面であり、
　前記第２設定画面は、前記第１の設定項目について前記第２設定情報を設定するための
部分画像を含み、前記第２の設定項目について前記第２設定情報を設定するための部分画
像は含まない画面であることを特徴とする請求項５に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記表示部は、前記第１設定画面において行われるべき前記第１設定情報を変更する操
作が、前記第２設定画面において行われた際に、第１画像を前記表示面に表示し、
　前記第１画像は、警告を表すダイアログボックス、または、管理者向けの認証手順を示
す画像である、
　請求項５または６に記載の表示装置。
【請求項８】
　外部から画像情報が入力される入力部を有する表示装置の制御方法であって、
　前記画像情報に基づく画像を表示面に表示するステップと、
　前記表示装置の動作に関する設定情報に基づいて前記表示装置を制御して前記表示面に
前記画像を表示するステップと、
　前記設定情報を変更する指示に応じて前記設定情報を第１設定情報から第２設定情報に
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変更するステップと、
　前記設定情報を前記第１設定情報から前記第２設定情報に変更した後に、第１時間の間
、前記入力部に前記画像情報が入力されない場合、前記設定情報を前記第２設定情報から
前記第１設定情報に変更するステップと、
　第１項目についての前記設定情報と第２項目についての前記設定情報とを前記第１設定
情報から前記第２設定情報に変更した後に、前記第１時間の間、前記入力部に前記画像情
報が入力されない場合、前記第１項目についての設定情報を前記第２設定情報から前記第
１設定情報に変更することなく前記第２項目についての設定情報を前記第２設定情報から
前記第１設定情報に変更するステップと、
　前記第１項目についての設定情報を前記第２設定情報から前記第１設定情報に変更する
ことなく前記第２項目についての設定情報を前記第２設定情報から前記第１設定情報に変
更した後に、第２時間の間、前記入力部に前記画像情報が入力されない場合、前記第１項
目についての設定情報を前記第２設定情報から前記第１設定情報に変更するステップと、
を有することを特徴とする表示装置の制御方法。
【請求項９】
　外部から画像情報が入力される入力部を有する表示装置の制御方法であって、
　前記画像情報に基づく画像を表示面に表示するステップと、
　前記表示装置の動作に関する設定情報に基づいて前記表示装置を制御して前記表示面に
前記画像を表示するステップと、
　前記設定情報を変更する指示に応じて前記設定情報を第１設定情報から第２設定情報に
変更するステップと、
　前記設定情報を前記第１設定情報から前記第２設定情報に変更した後に、第１時間の間
、前記入力部に前記画像情報が入力されない場合、前記設定情報を前記第２設定情報から
前記第１設定情報に変更するステップと、
　前記設定情報を前記第１設定情報から前記第２設定情報に変更した後に、前記第１時間
の間、前記入力部に前記画像情報が入力されないときに、
　　前記表示装置の動作モードが第１モードである場合には、前記設定情報を前記第２設
定情報から前記第１設定情報に変更し、
　　前記動作モードが第２モードである場合には、前記設定情報を前記第２設定情報に維
持するステップと、
を有することを特徴とする表示装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置および表示装置の制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　プロジェクター等の表示装置では、画像の色合いまたはコントラストなどの設定値は、
多くの利用者が好むと想定される基準値に予め設定されていることが多い。この設定値は
、視聴環境および利用者の好みに応じて、利用者によって変更されることがある。特許文
献１には、利用者種別ごとに、ＵＩ（ユーザーインターフェース）の設定値の変更に関す
る統計値を生成し、この統計値に応じてＵＩの設定値を自動的に変更する技術が記載され
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１６－２９５５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　特許文献１に記載の技術を用いて表示装置のすべての設定値を自動的に変更する場合、
利用者種別ごとにすべての設定値について統計値を生成する必要が生じてしまう。そこで
、一部の設定値についてのみ、統計値を用いて自動的に更新することが考えられる。
　しかしながら、自動的に更新されない設定値は、当初は基準値に設定されていても、複
数の利用者が代わる代わる表示装置を使用する間に変更されていく可能性がある。このた
め、表示装置の利用者は、他の利用者の好み等に応じて変更された設定値を用いて表示装
置を使い始めなければならなかった。
【０００５】
　本発明は上述した事情に鑑みてなされたものであり、利用者が、他の利用者が変更した
設定値を用いて表示装置を使い始めることを抑制できる技術を提供することを解決課題と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る表示装置の一態様は、外部から画像情報が入力される入力部と、前記画像
情報に基づく画像を表示面に表示する表示部と、前記表示装置の動作に関する設定情報に
基づいて前記表示装置を制御して前記表示部に前記画像を表示させ、また、前記設定情報
を変更する指示に応じて前記設定情報を第１設定情報から第２設定情報に変更する制御部
と、を有し、前記制御部は、前記設定情報を前記第１設定情報から前記第２設定情報に変
更した後に、第１時間の間、前記入力部に前記画像情報が入力されない場合、前記設定情
報を前記第２設定情報から前記第１設定情報に変更することを特徴とする。
　表示装置の利用者が切り替わる場合、表示装置の入力部に入力される画像情報が切り替
えられる可能性がある。そして、画像情報の切り替えの際に、画像情報が入力部に入力さ
れない時間が生じる。
　この態様によれば、第１時間の間、入力部に画像情報が入力されない場合、設定情報が
、変更後の第２設定情報から変更前の第１設定情報に変更される。このため、利用者の切
り替えに伴って画像情報が入力部に入力されなくなった場合に、設定情報を、変更後の第
２設定情報から変更前の第１設定情報に変更することが可能になる。よって、利用者が、
他の利用者が変更した設定情報（第２設定情報）を用いて表示装置を使い始めることを抑
制できる。
【０００７】
　上述した表示装置の一態様において、前記設定情報が前記第１設定情報から前記第１設
定情報とは異なる情報に変更される頻度が閾値を超える場合に、前記第１設定情報を変更
する変更部をさらに有することが望ましい。
　設定情報を第１設定情報から第１設定情報とは異なる情報に変更する頻度が高い場合、
第１設定情報が適切でない可能性がある。このため、この態様によれば、適切でない可能
性のある第１設定情報を自動的に変更することが可能になる。
【０００８】
　上述した表示装置の一態様において、前記変更部は、前記異なる情報に基づいて前記第
１設定情報を変更することが望ましい。
　この態様によれば、第１設定情報が変更後の情報に基づいて変更されるため、第１設定
情報が適切な情報に変更されやすくなる。
【０００９】
　上述した表示装置の一態様において、前記制御部は、前記第１設定情報を設定するため
の第１設定画面と、前記第２設定情報を設定するための第２設定画面とを、前記表示部に
表示させることが望ましい。
　この態様によれば、第１設定情報を設定する画面と、第２設定情報を設定する画面が異
なっているため、第１設定情報と第２設定情報とを間違えて設定してしまうことを抑制可
能になる。
【００１０】
　上述した表示装置の一態様において、前記第１設定画面は、第１の設定項目について前
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記第１設定情報を設定するための部分画像と、第２の設定項目について前記第１設定情報
を設定するための部分画像とを含む画面であり、前記第２設定画面は、前記第１の設定項
目について前記第２設定情報を設定するための部分画像を含み、前記第２の設定項目につ
いて前記第２設定情報を設定するための部分画像は含まない画面であることが望ましい。
　この態様によれば、第１設定情報は設定されるが第２設定情報は設定されない設定項目
を設けることが可能になる。このため、第１設定情報から第２設定情報に変更されない設
定項目を設けることが可能になる。
【００１１】
　上述した表示装置の一態様において、前記表示部は、前記第２設定画面において前記第
１設定情報を変更する操作が行われた際に第１画像を前記表示面に表示することが望まし
い。
　この態様によれば、第２設定画面で第１設定情報を変更するという特殊な操作が行われ
た際に第１画像を表示するので、例えば、第１画面の表示によって利用者に注意を与える
ことが可能になる。
【００１２】
　上述した表示装置の一態様において、前記制御部は、第１項目についての前記設定情報
と第２項目についての前記設定情報とを前記第１設定情報から前記第２設定情報に変更し
た後に、前記第１時間の間、前記入力部に前記画像情報が入力されない場合、前記第１項
目についての設定情報を前記第２設定情報から前記第１設定情報に変更することなく前記
第２項目についての設定情報を前記第２設定情報から前記第１設定情報に変更し、前記第
１項目についての設定情報を前記第２設定情報から前記第１設定情報に変更することなく
前記第２項目についての設定情報を前記第２設定情報から前記第１設定情報に変更した後
に、第２時間の間、前記入力部に前記画像情報が入力されない場合、前記第１項目につい
ての設定情報を前記第２設定情報から前記第１設定情報に変更することが望ましい。
　入力部に画像情報が入力されない時間が長い場合、例えば、表示装置が移動されて表示
装置の設置状態が変更される可能性も生じる。このため、入力部に画像情報が入力されな
い時間が長いほど、変更前の情報に戻される設定情報の項目を多くすることが望まれる。
　この態様によれば、入力部に画像情報が入力されない時間が長いほど、変更前の情報に
戻される設定情報の項目を多くすることが可能になる。
【００１３】
　上述した表示装置の一態様において、前記制御部は、前記設定情報を前記第１設定情報
から前記第２設定情報に変更した後に、前記第１時間の間、前記入力部に前記画像情報が
入力されないときに、前記表示装置の動作モードが第１モードである場合には、前記設定
情報を前記第２設定情報から前記第１設定情報に変更し、前記動作モードが第２モードで
ある場合には、前記設定情報を前記第２設定情報に維持することが望ましい。
　この態様によれば、設定情報を第２設定情報から第１設定情報に変更するか、設定情報
を第２設定情報に維持するかを、動作モードに応じて切り替えることが可能になる。
【００１４】
　本発明に係る表示装置の制御方法の一態様は、外部から画像情報が入力される入力部を
有する表示装置の制御方法であって、前記画像情報に基づく画像を表示面に表示するステ
ップと、前記表示装置の動作に関する設定情報に基づいて前記表示装置を制御して前記表
示面に前記画像を表示するステップと、前記設定情報を変更する指示に応じて前記設定情
報を第１設定情報から第２設定情報に変更するステップと、前記設定情報を前記第１設定
情報から前記第２設定情報に変更した後に、第１時間の間、前記入力部に前記画像情報が
入力されない場合、前記設定情報を前記第２設定情報から前記第１設定情報に変更するス
テップと、を有することを特徴とする。
　この態様によれば、利用者が、他の利用者が変更した設定情報を用いて表示装置を使い
始めることを抑制できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
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【図１】第１実施形態に係る表示装置の一例のプロジェクター１００を示した図である。
【図２】プロジェクター１００の一例を示した図である。
【図３】設定情報記憶部４２が記憶する設定情報の一例を示した図である。
【図４】第１設定画面Ｉ１の一例を示した図である。
【図５】第２設定画面Ｉ２の一例を示した図である。
【図６】投射部６の一例を示した図である。
【図７】プロジェクター１００の動作を説明するためのフローチャートである。
【図８】変形例２の動作を説明するためのフローチャートである。
【図９】変形例３の動作を説明するためのフローチャートである。
【図１０】変更部５６を含むプロジェクター１００Ａの一例を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、図面を参照しながら本発明に係る実施の形態を説明する。なお、図面において各
部の寸法および縮尺は実際のものと適宜異なる。また、以下に記載する実施の形態は、本
発明の好適な具体例である。このため、本実施形態には、技術的に好ましい種々の限定が
付されている。しかしながら、本発明の範囲は、以下の説明において特に本発明を限定す
る旨の記載がない限り、これらの形態に限られるものではない。
【００１７】
＜第１実施形態＞
　図１は、第１実施形態に係る表示装置の一例であるプロジェクター１００を示した図で
ある。プロジェクター１００は、入力端子１と通信部２とを含んでいる。入力端子１は、
入力部の一例である。通信部２は、入力部の他の例である。
【００１８】
　入力端子１には、通信ケーブル２００を介してＰＣ（パーソナルコンピューター）３０
０から、画像情報Ａが入力される。通信ケーブル２００は、入力端子１に対して着脱可能
である。通信部２には、ＬＡＮ（Local Area Network）等の通信回線４００を介してＰＣ
５００から画像情報Ｂが入力される。通信回線４００は、通信部２に対して着脱可能であ
る。画像情報の供給元は、ＰＣに限らず適宜変更可能である。画像情報は、音情報を伴っ
てもよい。以下では、画像情報ＡおよびＢは、それぞれ、音情報を伴っているものとする
。
【００１９】
　プロジェクター１００は、後述する受付部３がプロジェクター１００の利用者（以下、
単に「利用者」と称する）から受け付けた切替指示（画像情報の入力元を切り替えること
でプロジェクター１００が投射する画像を変更する指示）に応じて、表示に用いる画像情
報（以下「表示対象画像情報」と称する）を画像情報Ａ～Ｂの中で切り替える。
【００２０】
　例えば、プロジェクター１００は、入力端子１から入力されている画像情報Ａが表示対
象画像情報である状況で、表示対象画像情報の入力元を通信部２に切り替える旨の切替指
示を受け取ると、表示対象画像情報を、画像情報Ａから画像情報Ｂに切り替える。そして
、プロジェクター１００は、表示対象画像情報（画像情報Ｂ）に基づく画像を投射部６か
ら投射面１０に投射して表示する。投射面１０は、表示面の一例である。
【００２１】
　プロジェクター１００は、プロジェクター１００の動作に関する設定情報（例えば、画
像の明るさに関する設定情報）に基づいて動作する。プロジェクター１００は、受付部３
が利用者から受け付けた変更指示に応じて設定情報を変更する。変更指示は、設定情報を
変更する指示の一例である。
【００２２】
　プロジェクター１００は、変更指示に応じて設定情報を変更した後に、第１時間Ｔ１の
間、表示対象画像情報が入力されない場合、設定情報を変更前の設定情報に戻す。
【００２３】
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　第１時間Ｔ１は、例えば、利用者の変更に伴って入力端子１に接続される通信ケーブル
が切り替えられたことを検出するために、および、利用者の変更に伴って通信部２から通
信回線４００が外されたことを検出するために設定される。
　入力端子１と通信ケーブル２００との接続状態（例えば、入力端子１と通信ケーブル２
００との接続部での緩み）や、画像情報Ａの解像度の切り替えに応じて、画像情報Ａは、
瞬間的に無信号状態になる可能性がある。このため、第１時間Ｔ１としては、このような
瞬間的な無信号状態よりも長く、利用者が通信ケーブルの切り替えに要すると想定される
時間よりも短い時間（例えば、数秒）が設定される。例えば、第１時間Ｔ１として、３秒
が用いられる。
【００２４】
　図２は、プロジェクター１００の一例を示した図である。プロジェクター１００は、上
述した入力端子１と通信部２に加えて、受付部３と、記憶部４と、処理部５と、投射部６
と、音出力部７と、を含む。
【００２５】
　受付部３は、利用者の入力（例えば、切替指示および変更指示）等を受け付ける各種の
操作ボタン、操作キー、またはタッチパネル等である。受付部３は、利用者から受け付け
た入力を無線または有線で送信するリモートコントローラー等であってもよい。その場合
、プロジェクター１００は、リモートコントローラーが送信した情報を受信する受信部を
備える。なお、リモートコントローラーは、利用者の入力を受け付ける各種の操作ボタン
、操作キー、またはタッチパネル等を備える。
【００２６】
　記憶部４は、コンピューター読み取り可能な記録媒体である。記憶部４は、プログラム
記憶部４１と、設定情報記憶部４２と、画像情報記憶部４３と、動作モード記憶部４４と
、を含む。
【００２７】
　プログラム記憶部４１は、プロジェクター１００の動作を規定するプログラムを記憶す
る。
【００２８】
　設定情報記憶部４２は、プロジェクター１００の動作に関する種々の設定情報を記憶す
る。図３は、設定情報記憶部４２が記憶する設定情報の一例を示した図である。設定情報
記憶部４２は、設定情報の項目（設定項目）として、音量、カラーモード、台形歪補正値
、およびＩＰ（Internet Protocol）アドレスを記憶している。なお、設定情報の項目（
設定項目）は、音量、カラーモード、台形歪補正値、およびＩＰアドレスに限らず適宜変
更可能である。
【００２９】
　設定情報記憶部４２は、音量、カラーモード、台形歪補正値、およびＩＰアドレスの項
目について、それぞれ、基準値として機能する第１設定情報を記憶している。第１設定情
報は、例えば、プロジェクター１００の管理者（以下、単に「管理者」と称する）によっ
て設定される。第１設定情報は、多くの利用者が好むと想定される情報（値）に設定され
ている。第１設定情報は、音量、カラーモード、台形歪補正値、およびＩＰアドレスのす
べての項目について設定される。
【００３０】
　設定情報記憶部４２は、音量、カラーモード、および台形歪補正値の項目については、
それぞれ、第２設定情報を記憶している。第２設定情報は、例えば、利用者によって設定
される。第２設定情報が設定される項目は、適宜変更可能であり、例えば、音量、カラー
モード、および台形歪補正値の少なくとも１つであればよい。
【００３１】
　画像情報記憶部４３は、種々の画像情報（例えば、第１設定情報を設定するための第１
設定画面を示す第１設定画面情報と、第２設定情報を設定するための第２設定画面を示す
第２設定画面情報）を記憶する。
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【００３２】
　図４は、第１設定画面Ｉ１の一例を示した図である。第１設定画面Ｉ１は、管理者向け
のＧＵＩ（Graphical User Interface）として機能する。管理者は、受付部３を用いて第
１設定画面Ｉ１を操作することによって第１設定情報を設定する。
【００３３】
　例えば、管理者は、受付部３を用いて映像ボタンＩ１１を操作することで、カラーモー
ドＩ１２の第１設定情報（図３では「ＣＣ」で示されている）を設定する。管理者は、受
付部３を用いて信号ボタンＩ１３を操作することで、台形歪補正値の第１設定情報（図３
では「ＥＥ」で示されている）を設定する。管理者は、受付部３を用いて設定ボタンＩ１
４を操作することで、音量の第１設定情報（図３では「ＡＡ」で示されている）を設定す
る。管理者は、受付部３を用いてネットワークボタンＩ１５を操作することで、ＩＰアド
レスの第１設定情報（図３では「ＧＧ」で示されている）を設定する。
　ここで、カラーモード、台形歪補正値、および音量は、それぞれ、第１の設定項目の一
例である。映像ボタンＩ１１、信号ボタンＩ１３、および設定ボタンＩ１４は、それぞれ
、第１の設定項目について第１設定情報を設定するための部分画像の一例である。また、
ＩＰアドレスは第２の設定項目の一例である。ネットワークボタンＩ１５は、第２の設定
項目について第１設定情報を設定するための部分画像の一例である。
【００３４】
　図５は、第２設定画面Ｉ２の一例を示した図である。第２設定画面Ｉ２は、利用者向け
のＧＵＩとして機能する。利用者は、受付部３を用いて第２設定画面Ｉ２を操作すること
によって第２設定情報を設定する。
【００３５】
　例えば、利用者は、受付部３を用いて台形歪補正ボタンＫ１を操作することで、台形歪
補正値の第２設定情報（図３では「ＦＦ」で示されている）を設定する。利用者は、受付
部３を用いてカラーモードボタンＫ２を操作することで、カラーモードの第２設定情報（
図３では「ＤＤ」で示されている）を設定する。利用者は、受付部３を用いて音量ボタン
Ｋ３を操作することで、音量の第２設定情報（図３では「ＢＢ」で示されている）を設定
する。
　ここで、台形歪補正ボタンＫ１、カラーモードボタンＫ２、および音量ボタンＫ３は、
それぞれ、第１の設定項目について第２設定情報を設定するための部分画像の一例である
。なお、第２設定画面Ｉ２では、ＩＰアドレスを変更することはできない。さらに言えば
、第２設定画面Ｉ２は、第２の設定項目について第２設定情報を設定するための部分画像
を含まない。
【００３６】
　また、利用者は、受付部３を用いて、入力端子１に対応する選択ボタンＪ１を操作する
ことで、表示対象画像情報の入力元を入力端子１に切り替える切替指示を入力する。また
、利用者は、受付部３を用いて、通信部２（ＬＡＮ）に対応する選択ボタンＪ２を操作す
ることで、表示対象画像情報の入力元を通信部２に切り替える切替指示を入力する。
【００３７】
　図２に戻って、動作モード記憶部４４は、プロジェクター１００の動作モードを記憶す
る。プロジェクター１００は、動作モードとして、複数の利用者がプロジェクター１００
を共有する「共有モード」と、１人の利用者がプロジェクター１００を専有する「専有モ
ード」と、を有する。処理部５（具体的には、後述する制御部５５）は、受付部３が受け
付けた動作モード設定指示に応じて、動作モードを設定する。「共有モード」は第１モー
ドの一例であり、「専有モード」は第２モードの一例である。
【００３８】
　処理部５は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等のコンピューターである。処理部
５は、プログラム記憶部４１に記憶されたプログラムを読み取り実行することによって、
選択部５１、検出部５２、画像処理部５３、音処理部５４、および制御部５５を実現する
。なお、一つのＣＰＵ（又は半導体チップ）で、選択部５１、検出部５２、画像処理部５
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３、音処理部５４、および制御部５５を実現してもよいし、複数のＣＰＵ（又は半導体チ
ップ）を用いて選択部５１、検出部５２、画像処理部５３、音処理部５４、および制御部
５５を実現してもよい。
【００３９】
　選択部５１は、入力端子１から入力される画像情報Ａと、通信部２から入力される画像
情報Ｂとの中から、表示対象画像情報を選択する。
　上述したように画像情報Ａ～Ｂの各々は音情報を伴っているため、表示対象画像情報も
音情報を伴っている。選択部５１は、表示対象画像情報が伴っていた音情報を音処理部５
４に出力し、音情報を除いた表示対象画像情報を、検出部５２を介して画像処理部５３に
出力する。
【００４０】
　検出部５２は、表示対象画像情報の有無を検出する。
　通信ケーブル２００を介して入力端子１に入力される画像情報Ａが、表示対象画像情報
として選択されている状況において、通信ケーブル２００が入力端子１から外されると、
選択部５１から表示対象画像情報（画像情報Ａ）が出力されなくなる。また、通信回線４
００を介して通信部２に入力される画像情報Ｂが、表示対象画像情報として選択されてい
る状況において、通信回線４００が通信部２から外されると、選択部５１から表示対象画
像情報（画像情報Ｂ）が出力されなくなる。
　検出部５２は、選択部５１から表示対象画像情報が出力されていない状態を検出するこ
とによって、入力端子１や通信部２に表示対象画像情報が入力されていない状態を検出す
る。検出部５２は、検出結果を制御部５５に通知する。
【００４１】
　画像処理部５３は、表示対象画像情報に対して画像処理（例えば、台形歪補正、輝度調
整、コントラスト調整、色合い調整、およびシャープネス調整）を実行して画像信号を生
成する。本実施形態では、輝度調整、コントラスト調整、色合い調整、およびシャープネ
ス調整の組合せを「カラーモード」として表している。
　音処理部５４は、音情報について音量を調整して音信号を生成する。
【００４２】
　制御部５５は、プロジェクター１００を制御する。
　例えば、制御部５５は、受付部３への利用者の操作に応じて、第１設定画面情報に応じ
た第１設定画面Ｉ１を投射部６に投射させて表示させる。また、制御部５５は、受付部３
への利用者の操作に応じて、第２設定画面情報に応じた第２設定画面Ｉ２を投射部６に投
射させて表示させる。
　また、制御部５５は、第１設定画面Ｉ１を介して受付部３が受け付けた第１設定情報を
設定情報記憶部４２に記憶する。また、制御部５５は、第２設定画面Ｉ２を介して受付部
３が受け付けた第２設定情報を設定情報記憶部４２に記憶する。
　制御部５５は、設定情報記憶部４２に記憶された第１設定情報を用いて、画像処理部５
３と音処理部５４と通信部２との各々に設定情報を設定する。
　制御部５５は、変更指示に応じて、画像処理部５３と音処理部５４の各々の設定情報を
第１設定情報から第２設定情報に変更する。
　また、制御部５５は、検出部５２の検出結果に基づいて、表示対象画像情報が入力端子
１および通信部２のいずれにも入力されていないか否かを判断する。制御部５５は、設定
情報が第１設定情報から第２設定情報に変更された状況において、表示対象画像情報が第
１時間Ｔ１の間、入力端子１および通信部２のいずれにも入力されない場合、設定情報を
第２設定情報から第１設定情報に変更する。
　また、制御部５５は、切替指示に応じて、表示対象画像情報を切り替える。
【００４３】
　投射部６は、表示部の一例である。表示部には、投射面１０は含まれない。投射部６は
、画像処理部５３が出力した画像信号に応じた画像を投射面１０に投射して表示する。
　図６は、投射部６の一例を示した図である。投射部６は、光源１１と、光変調装置の一
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例である３つの液晶ライトバルブ１２（１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂ）と、投射光学系の一例
である投射レンズ１３と、ライトバルブ駆動部１４等を含む。投射部６は、光源１１から
射出された光を液晶ライトバルブ１２で変調して投射画像（画像光）を形成し、この投射
画像を投射レンズ１３から拡大投射する。
【００４４】
　光源１１は、キセノンランプ、超高圧水銀ランプ、ＬＥＤ（Light Emitting Diode）、
またはレーザー光源等からなる光源部１１ａと、光源部１１ａが放射した光の方向のばら
つきを低減するリフレクター１１ｂとを含む。光源１１から射出された光は、不図示のイ
ンテグレーター光学系によって輝度分布のばらつきが低減され、その後、不図示の色分離
光学系によって光の３原色である赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）の色光成分に分離
される。Ｒ，Ｇ，Ｂの色光成分は、それぞれ液晶ライトバルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂに
入射する。
【００４５】
　液晶ライトバルブ１２は、一対の透明基板間に液晶が封入された液晶パネル等によって
構成される。液晶ライトバルブ１２には、マトリクス状に配列された複数の画素１２ｐか
らなる矩形の画素領域１２ａが形成されている。液晶ライトバルブ１２では、液晶に対し
て画素１２ｐごとに駆動電圧を印加することが可能である。ライトバルブ駆動部１４が、
画像処理部５３から入力される画像信号に応じた駆動電圧を各画素１２ｐに印加すると、
各画素１２ｐは、画像信号に応じた光透過率に設定される。このため、光源１１から射出
された光は、画素領域１２ａを透過することで変調され、画像信号に応じた画像が色光ご
とに形成される。
【００４６】
　各色の画像は、図示しない色合成光学系によって画素１２ｐごとに合成され、カラー画
像光（カラー画像）である投射画像光（投射画像）が生成される。投射画像光は、投射レ
ンズ１３によって投射面１０に拡大投射される。
【００４７】
　図２に戻って、音出力部７は、例えばスピーカーであり、音処理部５４が出力した音信
号に応じた音を出力する。
【００４８】
　次に、動作を説明する。
　例えば、設定情報記憶部４２に、第１設定情報は記憶されているが、第２設定情報は記
憶されていない状況で、プロジェクター１００が動作を開始すると、制御部５５は、設定
情報記憶部４２に記憶されている第１設定情報（図３参照）を、設定情報として、画像処
理部５３、音処理部５４、および通信部２に設定する。
【００４９】
　具体的には、制御部５５は、音量の第１設定情報ＡＡを、音量の設定情報として音処理
部５４に設定する。また、制御部５５は、カラーモードの第１設定情報ＣＣを、カラーモ
ードの設定情報として画像処理部５３に設定し、台形歪補正値の第１設定情報ＥＥを、台
形歪補正値の設定情報として画像処理部５３に設定する。また、制御部５５は、ＩＰアド
レスの第１設定情報ＧＧを、ＩＰアドレスの設定情報として通信部２に設定する。
【００５０】
　この状況で、例えば、第２設定画面Ｉ２において選択ボタンＪ１が操作されると、制御
部５５は、選択部５１に、表示対象画像情報として画像情報Ａを選択させる。続いて、選
択部５１は、画像情報Ａが伴っていた音情報を音処理部５４に出力し、音情報を除いた画
像情報Ａを、検出部５２を介して画像処理部５３に出力する。
【００５１】
　音処理部５４は、選択部５１から受け取った音情報に対して、音量についての第１設定
情報ＡＡに応じた処理を施して音信号を生成し、音出力部７は、この音信号に応じた音を
出力する。
【００５２】
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　画像処理部５３は、画像情報Ａに対して、カラーモードについての第１設定情報ＣＣと
台形歪補正値についての第１設定情報ＥＥとに応じた画像処理を施して画像信号を生成し
、投射部６は、この画像信号に応じた画像を投射する。
【００５３】
　その後、利用者が、受付部３を操作して、第２設定画面Ｉ２を通じて、ある項目の第１
設定情報を第２設定情報に変更するための変更指示を入力すると、制御部５５は、その項
目の第２設定情報を、設定情報記憶部４２に記憶する。以下では、説明の簡略化のため、
カラーモードの第２設定情報ＤＤが、設定情報記憶部４２に記憶されたとする。
【００５４】
　この場合、制御部５５は、画像処理部５３に設定されているカラーモードの設定情報を
第１設定情報ＣＣから第２設定情報ＤＤに変更する。このため、画像処理部５３は、台形
歪補正値については第１設定情報ＥＥを設定情報として用い、カラーモードについては第
２設定情報ＤＤを設定情報として用いて、画像情報Ａに対して画像処理を施して画像信号
を生成し、投射部６は、この画像信号に応じた画像を投射する。すなわち、制御部５５は
、画像処理部５３に設定されているカラーモードの設定情報を第１設定情報ＣＣから第２
設定情報ＤＤに変更することによって、投射部６に、画像情報Ａに基づく画像を投射面１
０に表示させる。以下、このときの状態を「第１状態」と称する。
【００５５】
　次に、制御部５５が、検出部５２の検出結果に基づいて、設定情報を第２設定情報から
第１設定情報に変更する動作を説明する。図７は、この動作を説明するためのフローチャ
ートである。図７に示された動作は、繰り返し実行される。なお、図７に示された動作が
開始されるとき、後述する変数ｔの値は「０」に設定されている。
【００５６】
　例えば、プロジェクター１００（制御部５５）が第１状態であるときに、利用者の交代
に伴い、通信ケーブル２００がＰＣ３００から外され、ＰＣ３００とは異なるＰＣに接続
される状況や、通信ケーブル２００が入力端子１から外され、ＰＣ３００とは異なるＰＣ
に接続された通信ケーブルが、入力端子１に接続される状況が考えられる。
【００５７】
　通信ケーブル２００が入力端子１から外される状況では、通信ケーブル２００が入力端
子１から外された際に、検出部５２は、表示対象画像情報が入力されていない状態（以下
「無信号状態」とも称する）を検出する（ステップＳ１：ＹＥＳ）。検出部５２は、無信
号状態の検出結果を制御部５５に出力する。
【００５８】
　制御部５５は、無信号状態の検出結果を受け取ると、無信号状態の継続時間を示す変数
ｔが第１時間Ｔ１以上であるか否かを判断する（ステップＳ２）。なお、第１時間Ｔ１は
、例えば、記憶部４に記憶されている。
【００５９】
　変数ｔが第１時間Ｔ１未満である場合（ステップＳ２：ＮＯ）、制御部５５は、変数ｔ
にΔｔ時間を加算し（ステップＳ３）、その後、処理はステップＳ１に戻る。Δｔ時間と
しては、ステップＳ１～Ｓ３の処理に要する時間が用いられる。例えば、制御部５５は、
ステップＳ１～Ｓ３の処理に要する時間を計測し、その計測結果をΔｔ時間として用いる
。
【００６０】
　変数ｔが第１時間Ｔ１以上である場合（ステップＳ２：ＹＥＳ）、制御部５５は、動作
モード記憶部４４を参照して、動作モードが共有モードであるか否かを判断する（ステッ
プＳ４）。
【００６１】
　動作モードが共有モードである場合（ステップＳ４：ＹＥＳ）、他の利用者が第２設定
情報を設定した可能性があるため、制御部５５は、設定情報記憶部４２の第２設定情報を
削除する（ステップＳ５）。
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【００６２】
　続いて、制御部５５は、設定情報記憶部４２に記憶されている第１設定情報を、設定情
報として、通信部２と画像処理部５３と音処理部５４とに設定する（ステップＳ６）。
【００６３】
　具体的には、制御部５５は、音量の第１設定情報ＡＡを、音量の設定情報として音処理
部５４に設定する。また、制御部５５は、カラーモードの第１設定情報ＣＣをカラーモー
ドの設定情報として画像処理部５３に設定し、台形歪補正値の第１設定情報ＥＥを台形歪
補正値の設定情報として画像処理部５３に設定する。また、制御部５５は、ＩＰアドレス
の第１設定情報ＧＧを、ＩＰアドレスの設定情報として通信部２に設定する。
【００６４】
　続いて、制御部５５は、検出部５２が表示対象画像情報を検出するまで待つ（ステップ
Ｓ７：ＹＥＳ）。制御部５５は、検出部５２が表示対象画像情報を検出すると（ステップ
Ｓ７：ＮＯ）、変数ｔの値を「０」に設定（リセット）する（ステップＳ８）。画像処理
部５３は、表示対象画像情報に対して設定情報に基づく画像処理を施して画像信号を生成
し、投射部６は、この画像信号に応じた画像を投射面１０に投射して表示する（ステップ
Ｓ９）。
【００６５】
　一方、ステップＳ４で動作モードが専有モードである場合（ステップＳ４：ＮＯ）、処
理がステップＳ７に移る。つまり、ステップＳ４で動作モードが専有モードである場合、
制御部５５は、設定情報を第２設定情報に維持する。また、ステップＳ１で、検出部５２
が表示対象画像情報を検出すると（ステップＳ１：ＮＯ）、制御部５５はステップＳ８を
実行する。
【００６６】
　本実施形態のプロジェクター１００およびプロジェクター１００の制御方法によれば、
利用者の切り替えに伴って表示対象画像情報が入力されなくなった場合に、設定情報を、
変更後の第２設定情報から変更前の第１設定情報に変更することが可能になる。よって、
利用者が、他の利用者が変更した設定情報を用いて表示装置を使い始めることを抑制でき
る。
【００６７】
　本実施形態では、動作モードに応じて、変更後の設定情報（第２設定情報）を変更前の
設定情報（第１設定情報）に戻すか否かが決定される。
　このため、プロジェクター１００が共有される場合には、動作モードが「共有モード」
に設定されることで、利用者が、他の利用者が変更した設定情報を用いてプロジェクター
１００を使い始めることを抑制できる。
　また、プロジェクター１００が１人の利用者によって専有される場合、動作モードが「
専有モード」に設定されることで、切替指示が発生しても変更後の設定情報を維持するこ
とができる。よって、１人の利用者が、同じ設定情報について同様の変更を繰り返し行う
ことを抑制することが可能になる。
【００６８】
＜変形例＞
　本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく、例えば、次に述べるような各
種の変形が可能である。また、次に述べる変形の態様の中から任意に選択された一または
複数の変形を適宜組み合わせることもできる。
【００６９】
＜変形例１＞
　第１時間Ｔ１は３秒に限らず適宜変更可能である。
　例えば、プロジェクター１００の利用停止状態を検出したときに、設定情報を、変更後
の設定情報から変更前の設定情報に戻す場合には、第１時間Ｔ１として、プロジェクター
１００の利用停止を判断するための時間（例えば、１０分）が用いられてもよい。一例を
挙げると、プロジェクター１００が光源１１を常時点灯した状態で利用される場合、プロ
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ジェクター１００の利用が終了されると無信号状態が継続される。このため、第１時間Ｔ
１として１０分が設定された場合、プロジェクター１００の利用の終了に応じて、変更後
の設定情報を変更前の設定情報に戻すことが可能になる。なお、プロジェクター１００の
利用停止状態を判断するための時間は、１０分に限らず適宜変更可能である。
【００７０】
＜変形例２＞
　無信号状態の継続時間が長くなるほど、変更後の設定情報を変更前の設定情報に戻す項
目を多くしてもよい。
　図８は、変形例２の動作を説明するためのフローチャートである。具体的には、図８は
、無信号状態の継続時間が第１時間Ｔ１になったときに、音量とカラーモードの第２設定
情報を削除し、無信号状態の継続時間が第１時間Ｔ１よりも長い時間Ｔ２になったときに
、台形歪補正値の第２設定情報を削除する動作を説明するためのフローチャートである。
時間Ｔ２から第１時間Ｔ１を差し引いた時間（Ｔ２－Ｔ１）は、第２時間の一例である。
台形歪補正値は、第１項目の一例である。音量とカラーモードは、第２項目の一例である
。
【００７１】
　変形例２では、第１項目として、台形歪補正値という設置条件に関わる項目が用いられ
、第２項目として、音量とカラーモードという利用者の好みに関わる項目が用いられる。
　このため、まず、音量とカラーモードという利用者の好みに関わる項目の設定情報が、
第１設定情報に戻され、その後、台形歪補正値という設置条件に関わる項目の設定情報が
、第１設定情報に戻される。
　第１項目および第２項目は適宜変更可能である。例えば、画像の明るさに関して第１設
定情報と第２設定情報とが設定されている場合、画像の明るさの項目が、第１項目として
用いられてもよい。
【００７２】
　第１時間Ｔ１は例えば３秒であり、時間Ｔ２は例えば１０分である。なお、時間Ｔ２が
第１時間Ｔ１よりも長ければ、第１時間Ｔ１と時間Ｔ２は適宜変更可能である。
【００７３】
　図８において、図７に示した処理と同一の処理には同一符号を付してある。以下、変形
例２について、図７に示した処理と異なる点を中心に説明する。
【００７４】
　ステップＳ４でＹＥＳである場合、制御部５５は、設定情報記憶部４２に記憶された第
２設定情報のうち、音量の第２設定情報とカラーモードの第２設定情報とを削除する（ス
テップＳ１０）。すなわち、制御部５５は、無信号状態の継続時間が第１時間Ｔ１になっ
たときに、音量とカラーモードの第２設定情報を削除する。
【００７５】
　その後、ステップＳ６では、制御部５５は、音量の第１設定情報を音処理部５４に設定
情報として設定し、カラーモードの第１設定情報を画像処理部５３に設定情報として設定
し、ＩＰアドレスの第１設定情報を通信部２に設定情報として設定する。
　また、制御部５５は、設定情報記憶部４２に台形歪補正値の第２設定情報が記憶されて
いる場合、台形歪補正値の第２設定情報を画像処理部５３に設定情報として設定する。一
方、設定情報記憶部４２に台形歪補正値の第２設定情報が記憶されていない場合、制御部
５５は、台形歪補正値の第１設定情報を画像処理部５３に設定情報として設定する。
【００７６】
　ステップＳ６の後に実行されるステップＳ１１～Ｓ１４は、ステップＳ１～Ｓ４と同一
処理である。このため、具体的な説明は割愛する。
【００７７】
　ステップＳ１４でＹＥＳである場合、制御部５５は、設定情報記憶部４２から台形歪補
正値の第２設定情報を削除する（ステップＳ１５）。すなわち、制御部５５は、無信号状
態の継続時間が時間Ｔ２になったときに、台形歪補正値の第２設定情報を削除する。
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【００７８】
　続いて、制御部５５は、台形歪補正値の第１設定情報を画像処理部５３に設定情報とし
て設定する。以下、ステップＳ７～Ｓ９が実行される。
【００７９】
　変形例２によれば、無信号状態の継続時間が長いほど、変更前の情報に戻される設定情
報の項目を多くすることが可能になる。
【００８０】
＜変形例３＞
　設定情報を第２設定情報から第１設定情報に戻すタイミングは、無信号状態が解消した
タイミングであってもよい。
　図９は、設定情報を第２設定情報から第１設定情報に戻すタイミングを、無信号状態が
解消したタイミングにした動作を示すフローチャートである。図９において、図７に示し
た処理と同一の処理には同一符号を付してある。図９に示した動作では、ステップＳ４が
省略され、ステップＳ５およびＳ６がステップＳ８の直前に実行される。この場合、制御
部５５は、ステップＳ５およびＳ６が実行される間に、ブラックアウト（画像表示禁止状
態）が実行されるように、画像処理部５３を制御してもよい。
【００８１】
＜変形例４＞
　第１設定情報を設定するためのＧＵＩは、図４に示した第１設定画面Ｉ１に限らず適宜
変更可能である。また、第２設定情報を設定するためのＧＵＩは、図５に示した第２設定
画面Ｉ２に限らず適宜変更可能である。
【００８２】
＜変形例５＞
　第１設定情報および第２設定情報の両方または一方は、ＧＵＩとは異なる設定部によっ
て設定されてもよい。例えば、ＧＵＩとは異なる設定部として、第１設定情報および第２
設定情報の両方または一方を、外部から通信された指示に応じて設定する設定部が用いら
れてもよい。
【００８３】
　また、ＧＵＩとは異なる設定部として、設定情報の変更履歴に基づいて第１設定情報を
自動的に更新する変更部が用いられてもよい。
　例えば、管理者が基準値として設定した第１設定情報が、必ずしも利用者が望む設定情
報でない可能性がある。この場合、利用者は、プロジェクター１００を利用する度に第２
設定画面Ｉ２を用いて設定情報を第１設定情報から第２設定情報に変更する必要がある。
また、このような状況では、管理者は、利用者の要請を受けて第１設定画面Ｉ１を用いて
第１設定情報（基準値）を変更することにもなる。このため、利用者、さらには管理者に
も、変更作業が必要となる。
　これに対して、設定情報の変更履歴に基づいて第１設定情報を自動的に更新する変更部
が用いられると、利用者、さらには管理者の変更作業を軽減することが可能になる。
【００８４】
　図１０は、第１設定情報を設定情報の変更履歴に基づいて変更する変更部５６を含むプ
ロジェクター１００Ａの一例を示した図である。図１０において、図１に示したものと同
一構成のものには同一符号を付してある。
【００８５】
　変更部５６は、処理部５が、プログラム記憶部４１に記憶されているプログラムを実行
することによって実現される。変更部５６は、設定情報が第１設定情報から第２設定情報
（第１設定情報とは異なる情報）に変更される頻度が閾値を超える場合に、第１設定情報
を変更する。例えば、変更部５６は、第２設定情報に基づいて第１設定情報を変更する。
【００８６】
　一例を挙げると、変更部５６は、設定情報の項目（図３参照）ごとに、第２設定情報の
変更履歴を記憶部４に記憶する。また、変更部５６は、プロジェクター１００Ａの起動の
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履歴も記憶部４に記憶する。
【００８７】
　変更部５６は、第２設定情報の変更履歴およびプロジェクター１００Ａの起動の履歴を
参照して、項目ごとに、設定情報を第１設定情報から第２設定情報に変更する頻度（以下
「変更頻度」と称する）を算出する。例えば、変更部５６は、ｎ（ｎは１以上の整数）日
間での変更頻度として、「ｎ日間での第２設定情報の設定回数」／「ｎ日間でのプロジェ
クター１００Ａの起動回数」を、項目ごとに算出する。
【００８８】
　続いて、変更部５６は、項目ごとに、変更頻度が閾値（例えば、０．８）を超えている
か否かを判断する。なお、閾値は、０．８に限らず適宜変更可能であり、また、項目ごと
に個別に設定されてもよい。続いて、変更部５６は、変更頻度が閾値を超えている項目に
ついて、その項目の第１設定情報を、例えば、ｎ日間に設定された第２設定情報の平均値
に変更する。なお、変更後の第１設定情報は、ｎ日間に設定された第２設定情報の平均値
に限らず適宜変更可能である。
【００８９】
　図１０に示したプロジェクター１００Ａでは、第１設定情報が変更後の情報（第２設定
情報）に基づいて変更されるため、第１設定情報が適切な情報に変更されやすくなる。
【００９０】
＜変形例６＞
　第１設定情報および第２設定情報の両方または一方を設定できる人物を限定するために
、第１設定情報および第２設定情報の両方または一方を設定できる人物を認証する手法が
付加されてもよい。この場合、例えば、第１設定画面Ｉ１を操作できる人物、すなわち、
第１設定情報を設定および変更できる人物を、管理者権限を有する管理者に限定すること
が可能になる。
【００９１】
　また、利用者がパスワード等の認証によって管理者権限を一時的に取得した場合に、制
御部５５は、第２設定画面Ｉ２上で第１設定情報が変更されることを許可してもよい。
　制御部５５は、管理者権限を有していない利用者が、受付部３を用いて第２設定画面Ｉ
２上で第１設定情報を変更する操作を行った場合、画像処理部５３に、警告を表すダイア
ログボックスに応じたダイアログボックス画像情報を出力して、そのダイアログボックス
を投射部６に投射させてもよい。なお、ダイアログボックスが表す内容は、警告に限らず
適宜変更可能であり、例えば、管理者権限が必要である旨の説明でもよい。また、制御部
５５は、ダイアログボックスの代わりに、管理者向けの認証手順を示す画面を投射部６に
投射させてもよい。この場合、ダイアログボックスおよび管理者向けの認証手順を示す画
面は、それぞれ、第１画像の一例となる。
【００９２】
＜変形例７＞
　図７に示した動作において、ステップＳ４が省略され、ステップＳ２において変数ｔが
第１時間Ｔ１以上になった際に（ステップＳ２：ＹＥＳ）、ステップＳ５が実行されても
よい。この場合、動作モード記憶部４４も省略可能である。
　また、図８に示した動作においても、ステップＳ４が省略され、ステップＳ２において
変数ｔが第１時間Ｔ１以上になった際に（ステップＳ２：ＹＥＳ）、ステップＳ１０が実
行されてもよい。この場合も、動作モード記憶部４４が省略可能である。
【００９３】
＜変形例８＞
　入力端子１および通信部２のうちいずれか一方が省略されてもよい。この場合、選択部
５１が省略され、入力された画像情報は、検出部５２へ出力される。
【００９４】
＜変形例９＞
　選択部５１は、２以上の画像情報を、表示対象画像情報として選択してもよい。この場
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合、画像処理部５３は、２以上の表示対象画像情報の各々に基づく画像が重畳された重畳
画像に応じた重畳画像信号を生成し、投射部６は、重畳画像信号に応じた重畳画像を投射
面１０に投射してもよい。
【００９５】
＜変形例１０＞
　投射部６では、光変調装置として液晶ライトバルブが用いられたが、光変調装置は液晶
ライトバルブに限らず適宜変更可能である。例えば、光変調装置として、３枚の反射型の
液晶パネルを用いた構成であってもよい。また、光変調装置は、１枚の液晶パネルを用い
た方式、３枚のデジタルミラーデバイス（ＤＭＤ）を用いた方式、１枚のデジタルミラー
デバイスを用いた方式等の構成であってもよい。光変調装置として１枚のみの液晶パネル
またはＤＭＤが用いられる場合には、色分離光学系や色合成光学系に相当する部材は不要
である。また、液晶パネルおよびＤＭＤ以外にも、光源が発した光を変調可能な構成は、
光変調装置として採用できる。
【００９６】
＜変形例１１＞
　表示装置としてプロジェクターが用いられたが、表示装置はプロジェクターに限らず適
宜変更可能である。例えば、表示装置は、直視型のディスプレイ（液晶ディスプレイ、有
機ＥＬ（Electro Luminescence）ディスプレイ、プラズマディスプレイ、ＣＲＴ（陰極線
管）ディスプレイ等）であってもよい。
【００９７】
＜変形例１２＞
　処理部５がプロクラムを読み取り実行することによって実現される要素の全部または一
部は、例えばＦＰＧＡ（field programmable gate array）またはＡＳＩＣ（Application
 Specific IC）等の電子回路によりハードウェアで実現されてもよいし、ソフトウェアと
ハードウェアとの協働により実現されてもよい。
【符号の説明】
【００９８】
　１…入力端子、２…通信部、３…受付部、４…記憶部、５…処理部、５１…選択部、５
２…検出部、５３…画像処理部、５４…音処理部、５５…制御部、６…投射部、７…音出
力部。
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